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資料編 1．統計からみる中城村の現状

本村の現状について以下に整理します。

南上原の伸びが著しく、近年の本村の人口増加の大きな要因である。また、それ以外の行政区を見ると、
久場が若干増加傾向である以外はほぼ横ばいとなっている。

増加傾向にあるのが南上原、いったん増加傾向であったが近年は減少傾向にあるのが県営中城第２団地、
減少傾向にあるのが南浜及び県営中城団地となっており、その他行政区は若干の増減はあるものの、大きな
変化は見られない。

南上原を除いて、高齢化率は年々伸びている傾向にある。添石は他行政区と比べて特に高齢化率が高いが、
区内に特別養護老人ホームを有していることが要因と考えられる。また、南浜、県営中城団地、中城サンヒ
ルズタウンの高齢化率が増加している。
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■行政区毎の人口推移

■行政区毎の年少人口比率

■行政区毎の高齢化率推移

資料編１．統計からみる中城村の現状
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資料編 1．統計からみる中城村の現状

平成 17（2005）年から 5年ごとの推移を
みると就業人口全体は増加傾向であり、人口
増加に比例するものと考えられる。第一次産
業については就業人口、割合ともに減少傾向
にある。第⼆次産業については、就業人口は
増えているものの割合としては減少してい
る。第三次産業は就業人口、割合ともに増加
傾向である。

出生、死亡ともに急激な変化は見られないが、どちらかと言えば若干の増加傾向となっている。ただし、
今後は高齢化の影響から、死者数の増加が予測される。

村土の多くを市街化調整区域が占めて
いることもあり、全体の約 35％が「畑」
である。次に斜面緑地等が該当する「原
野」、「宅地」が上位に入っている。

転入、転出ともに増加傾向にあるが、特に南上原の転出入が多くなっている。
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■第一次、第二次、第三次産業の割合■出生死亡の経年変化

■土地利用状況（地目別面積）

■転入転出の経年変化
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本計画の策定経緯を以下に示します。

①委員名簿

資料編２．策定経緯 ／ 資料編３．検討体制
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（１）中城村総合計画審議会

資料編２．策定経緯 資料編３．検討体制
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②検討内容
審議会での検討概要について以下に示します。なお令和２（2020）年４月～令和４（2022）年３月につ
いては、新型コロナウイルス感染症の影響により未開催となっています。

【第１回】	 	 	 	 	 	 令和 2年 3月 24日／中城村役場多目的会議室
■会議内容
・委嘱状交付　　　　　　　　　・計画の目的と課題　　　　　・統計データについて　　
・策定スケジュールについて　　・アンケート結果報告　　
・職員ワークショップの報告　　・各課ヒア、団体ヒアの報告

【第２回】	 	 	 	 	 	 令和４年４月 26日／中城村役場議会委員会室
■会議内容
・委員紹介　　　　・策定スケジュールについて　　・アンケート結果報告　　
・第五次総合計画の方向性について　　　　　　　　・施策大綱の構成変更について

【第３回】	 	 	 	 	 	 令和４年６月６日／中城村役場２階会議室 2-3
■会議内容
・前回委員会の振り返り　　　　　　　・アンケートからみる中城村の課題分析
・総合計画基本構想の構成について　　・基本構想案

【第４回】	 	 	 	 	 	 令和４年９月 13日／中城村役場議会委員会室
■会議内容
・前回委員会の振り返り　　　　　　・パブリックコメントにおける意見報告
・第五次総合計画素案について　　　・重点プロジェクトについて

【第５回】	 	 	 	 	 	 令和４年 12月 25日／中城村役場議会委員会室
■会議内容
・前回委員会の振り返り　　　　　・パブリックコメントにおける対応方針
・基本理念の追加について　　　　・基本計画について　　　・スケジュールについて

【第６回】	 	 	 	 	 	 令和５年 2月 6日／中城村役場議会委員会室
■会議内容
・前回委員会の振り返り　　　　　　　　　・議会での指摘事項と対応方針
・パブリックコメントにおける意見報告　　・第五次総合計画（素案）について

資料編３．検討体制
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（２）中城村総合計画策定委員会
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①委員名簿

②検討内容

②検討内容

策定委員会での検討概要について以下に示します。

中城村における土地の総合的かつ計画的な有効利用について調査、検討し、村土の均衡ある発展を図るた
めに設置されます。第五次総合計画における土地利用の基本方針等について審議し、土地利用構想を取りま
とめました。

【第１回】	 	 	 	 	 	 令和４年 3月 17日／中城村役場会議室
■会議内容
・目標人口について　　　・マイノリティ、気候変動などの社会課題について

【第２回】	 	 	 	 	 令和４年 5月 26日／中城村役場会議室
■会議内容
・審議会報告　　・アンケート調査報告　　・基本構想について　　・土地利用方針について
・村の目標人口について　　・村民意見を取り入れる方法について

【第３回】	 	 	 	 	 令和４年８月 29日／中城村役場会議室
■会議内容
・審議会報告　　・パブリックコメント意見報告　　・重点施策について　　・素案について

【第４回】	 	 	 	 令和４年 11月 21日／中城村役場会議室
■会議内容
・前回委員会の振り返り　　・パブリックコメント意見報告　・村の扱いについて
・計画書の構成について　　　・土地利用構想について　　・全体スケジュール

資料編３．検討体制

【第１回】	 	 2020 年１月 28日　10：00～ 12：00、15：00～ 17：00
	 	 	 	 		１月 29日　10：00～ 12：00、15：00～ 17：00

プログラム	 １．ワークショップの主旨
	 	 	 ２．中城村の今を知る	　・統計データからみた本村
	 	 	 	 	 	 　・他都市の事例～負の将来像として
	 	 	 ３．役割とワークの進め方
	 	 	 ４．ワーク①　中城村において問題となっていること
	 	 	 　　ワーク②　今、取り組むべきこと「３つの重点施策」
	 	 	 ５．発表

若手～中堅職員が、「村長」や「課長」役になる前代未聞のワークショップ。事務局は不安にな
りながら、当日を迎えました。冒頭の村の現状報告では、真剣にメモする姿も見られ、ワークが
はじまると、各村長が口火を切って発言する姿が各村で。事務局の予想を覆す大盛り上がりに一
安心でした。若手職員からは、「ロングビーチの創出やクルーズ船の誘致」など、夢がありつつも、
「将来村に戻ってきてもらえる地域づくり」などの村の将来を真剣に見据えた施策が数多く出てき
ました。
一方、中堅世代の職員からは、「税制優遇や補助金などの支援」など、村の財政に配慮した施策

が出るなど、世代による課題解決のアプローチの違いも興味深いものがありました。
今回は「村長」や「課長」という、村の中枢に自分をおくことで、いつもとは違う視点で中城

村の未来を考えることができたのではないでしょうか。各村長が演説したテーマや３つの施策は、
みなさんも驚くような８村８色のカラーが前面に出たものになっていると思います。
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（３）中城村国土利用計画等検討委員会

（４）職員ワークショップ
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【第２回】	 	 2021 年 12月 13日　15：00～ 17：00
	 	 	 	 		12 月 14日		　9：00～ 11：00、13：00～ 15：00

プログラム
１．	2050年に直面する中城の課題に立ち向かえ！
２．30年後の中城現状を知ろう
３．ワーク①　優先度の低い分野を考える
　　ワーク②　高齢化対策の施策を提案する
４．発表

優先度の低い分野を考えるについて、みなさん
は、「30 年後はいらなくなっているだろう」「村民
と協働で行えばもっと予算削減できるはず」「民
間委託してもいいのではないか」など色々な視点
で、優先度の低い分野を考えました。
また、高齢化対策のための施策は「高齢者へ直
接アプローチするもの」「税収のUPに貢献する
もの」「全村民が暮らしやすい村にするためのも
の」など色々な方向からのアプローチが見られま
した。事務局の予想を超えた大胆な施策提案もあ
り、面白い結果となりました。

資料編３．検討体制

【第３回】	 	 2022 年 7月 27日　13：30～ 15：30
	 	 	 	 		7 月 28日　10：00～ 12：00、13：30～ 15：30

プログラム
１．本日のゴール
　・「伝わる」or「伝わりにくい」の判断基準を身に付ける
　・「なんとなく」を分解・分析して「言語化（説明）」
　　できるように
２．広報って知ってますか？
　・広報するターゲットを定める
　・目を引くキャッチコピーをつくる
　・デザインレイアウトの４原則
３．ワーク
４．発表

この第３回ワークショップでは、第１回と第 2回で考えていただいた施策や取組みを伝えるた
めの、「広報」のテクニックをつかんでいただきました。
個人ワークで、考えるのに苦戦する様子も見られましたが、それぞれの業務での広報物をイメー

ジしたターゲット設定ができていました。キャッチコピーのワークでは、まずひとりずつ付箋に
書いてもらい、その後グループで意見をまとめていただきました。短い時間でしたが、勢いで良
いコピーが生まれたり、感情豊かに読み上げてくださったりと、皆さんのノリの良さで楽しく終
えることができました。
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資料編３．検討体制 ／ 資料編４．アンケート調査結果

計画策定にあたり、２回のWEBアンケートと全世帯対象の紙アンケート調査を実施しました。第３回ア
ンケートの結果のみ以下に示します。

・期　間：令和３（2021）年８月 20 日（金）～ 10 月３日（日）
・対　象：中城村全世帯（8,340 通：アンケート調査時）
・回収数：1,423 通（うち無効票２通）　　　　　　・回収率：17％

「男性」の方が若干多い傾向であったが、特に大きな差異は認められなかった。

「20 歳未満」「20 歳代」と「80 歳以上」が若干少なく、逆に「40 歳代」の回答が最も多かった。要因は
世帯主対象のアンケートであることによると考えられる。

村全体の世帯割合と比較すると、「南上原」の回答率が高くなっているが、全体をみると字ごとの世帯
割合と今回の回答者の世帯割合については大きな差はないと考えられる。

【第４回】	 	 2022 年 12月 22日　13：00～ 15：00、15：15～ 17：15
	 	 	 	 		12 月 23日　10：00～ 12：00

プログラム
１．第五次総合計画の全体像について
２．風が吹けば桶屋が儲かる
３．クロス・セクターベネフィットを知ってい

ますか？
４．ワーク「大きな視点で効果を想定し検証しよう」
５．発表
６．総合計画の検証に向けて

みなさんも日常の業務を行う中で、新たな事
業を計画する際には、そこから他分野へ波及す
る利益はないか。また、事業を組み合わせたり、
他課との連携を図ることによって、より効率的
に多くの利益を生み出すことはできないか。さ
らには同一分野における直接的な利益ではなく、
他分野への利益も考慮して事業を進めたとして、
実際にはそれをどのように効果検証するのか。
など複合的に考えることが大切になってきます。
限られた資金や人材を効率的・効果的に活用し、
より大きな効果を得ることが、これからの時
代において必要不可欠なスキルです。ぜひ本日
のワークで学んだことを今後の業務に活用して
いって下さい！
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【性　別】

【年　齢】

【居住地】

■あなた（家族）のことについて

資料編４．アンケート調査結果
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資料編４．アンケート調査結果

身のまわりの生活環境について比較的「良い」が多かったものは「医療環境」「保育・教育環境」「買い
物の利便性」「自然環境」であり、逆に比較的「悪い」が多かったものは「交通の便」「買い物の利便性」
「災害への安全性」であった。「買い物の利便性」については「良い」と「悪い」が両方多くなっており、
これについては回答者の居住地や年齢を加味して再度分析を行う必要がある。

「ご本人または配偶者の持ち家（戸建て）」が半数以上を占めた。「ご本人または配偶者の持ち家（マンショ
ン）」「親の家」まで含めると持ち家の回答率は６割を超えている。次いで「賃貸マンション・アパート」
が 34.5％と続くが、これは南上原居住の回答者が多いことが要因と考えられる。

「夫婦と子ども」と答えた世帯が半数近くを占めている。第四次総合計画策定時に実施したアンケートと
比較すると、「夫婦」と答えた人の割合が 5.3％の増加、「夫婦と子ども」と答えた人の割合が 2.5％増加
しているのに比べて「親子孫の３世代」と答えた人の割合は 8.3％減少している。

「20 年以上」と回答した人が最も多く、次いで「1年～ 5年未満」となっている。南上原地区の回答者
の割合が多かったことや昨今の村への転入超が要因であると推察される。

「会社員・会社役員・団体職員」が最も多く、次が「無職・定年退職」となっている。定年退職の可能性
が高い 60 歳代以上は全体の約 32％であるが、コロナ禍による失業等も考えられることから、学生を除く
20 歳未満～ 50 歳代までの「無職・定年退職」の割合にも注意する必要がある。
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問１【生活環境に対する評価】

【居住形態】【家族構成】

【居住年数】

【職　業】

■あなたの身のまわりの生活環境について
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資料編４．アンケート調査結果

子どもが「いる」と答えた人の割合は 39.1％であった。ただし３世代同居の家庭があるため、自分の
子ではなく孫である可能性も少数ではあるが考えられる。

性別について「男」が若干多いものの特に偏りのない結果である。子どもの人数は「1人」「２人」が
割合として高く、「４人以上」は１割に満たない割合である。子どもの年齢、学年については「未就学児」
が最も多く、次いで「小学生」「中学生」「高校生」である。

「経済的負担」と「仕事との両立」が特に多くなっている。逆に「精神的に不安」「相談相手がいない」「家
庭内・身内に協力者がいない」という設問については回答数が低くなっており、地域も含めた身近な部分
で子育ての協力を得ることができている人が多いと考えられる。また「特にない」という回答も多かった。

中城村の課題として、「買い物や公共交通の不便さ」「道路や都市基盤の整備の不十分さ」「働く場所の
不十分さ」が上位３つとなり、村内で生活していく上での基盤となる部分について特に課題であると認識
されている。

大項目については、「I 道路環境の改善」「E新しいまちの整備」「J 日常生活の利便性向上」が上位３つ
となっており、都市計画や基盤整備への取組みを望む意見が多く見られた。逆に「F福祉・医療サービス
の充実」や「D災害に対する安全性の確保」については回答数が低くなっている。
将来イメージをさらに詳しく見ていくと、特に多いのは「市街地とつながる幹線道路の整備を進める」

「南上原を拡大する形であたらしいまちを整備する」「村外へ移動できる公共交通の導入を図る」が回答と
して多く、基盤整備や交通網の整備拡充を望む意見が聞かれた。
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問 4【子どもの有無】

問 5【子どもの性別・年齢／学年・人数について】

問６【子育て中の悩みや心配について】

問２【中城村の課題（3 つまで）】

問３【村の将来イメージ】

■子育てについて
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「交通の便が悪い」が圧倒的に多かった。また「子どもが通う学校が遠い」も併せて多くなっており、遠
方の小中学校への登下校の不安もこの２項目への回答数が多かった要因として考えられる。

「どのような支援制度があるのかわかりにくい」という回答が圧倒的に多かった。また「手当が十分ではない」
という回答も多く、問６において「経済的支援」「仕事との両立」が課題として挙げられたことにつなが
ると考えられる。

資料編４．アンケート調査結果 ／ 資料編５．総合計画の各施策と SDGs の関係

SDGs（Sustainable	Development	Goals：持続可能な開発目標）とは平成 27（2015）年の国連サミット
で採択された令和 12（2030）年までに持続可能でより良い世界を目指す国際目標で、17 のゴール・169 の
ターゲットから構成されています。本計画の推進においても、SDGs の理念である「誰一人取り残さない　
持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現」は重要なものであることから、17 のゴールに照らして各施
策を推進するものとします。

（ゴールの内容は日本ユニセフ協会HPより引用）
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問７【子育てしにくいと感じるところについて】

問８【子育て・教育支援体制や制度について】

資料編５．総合計画の各施策と SDGs の関係
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資料編５．総合計画の各施策と SDGs の関係

■	中城村第五次総合計画（前期基本計画）における各分野とSDGs「17のゴール」の関係
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中城村第五次総合計画　基本構想・基本計画（前期）
（第Ⅱ期中城村まち・ひと・しごと創生総合戦略）
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